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株式会社ボルテックス向け「ちばぎんＳＤＧｓリーダーズローン」の取組みについて 

千葉銀行（頭取 米本 努）は、2022年 9 月 30日（金）、株式会社ボルテックス（代表取締役社

長 兼 ＣＥＯ 宮沢 文彦、本社：東京都千代田区）に対して、「ちばぎんＳＤＧｓリーダーズロー

ン（グリーンローン型）」を取り組みましたのでお知らせします。 

「ちばぎんＳＤＧｓリーダーズローン」は、サステナビリティ経営を積極的に実践しようとする

事業者さまが、事業規模や経営実態に合わせて有効な目標等を設定する融資制度です。なお、本件

が、ちばぎんＳＤＧｓリーダーズローンとして、「ＴＳＵＢＡＳＡアライアンス」※を活用した初

めてのシンジケートローン方式の取組みとなります。 

貸出先の株式会社ボルテックスは、日本に「1社でも多くの 100年企業を創出するために」を理

念に掲げ、東京都心部を中心に大阪や福岡など日本経済を牽引する主要都市の商業地にある中規模

ビルをフロアごとに分譲する「区分所有オフィス®」を展開し、現在までに建築物省エネルギー性能

表示制度（ＢＥＬＳ）の評価を取得した実績は、都内を中心に 31棟（2022年 10月 7日現在）に上

っており、同事業を通じて環境や社会への配慮に努めています。今回、調達した資金は、東京都新

宿区で建設を進めている新築オフィスビル「ＶＯＲＴ西新宿ＮＥＸ」（環境に配慮した賃貸用オフ

ィスビル）の建築に係る資金へ全額充当され、建築予定建物は環境認証を取得する予定です。優れ

た環境性能を有する環境不動産を建築することにより、ＣＯ２排出量の削減等、社会全体の環境改

善に貢献していくことが見込まれ、持続可能な環境・社会の実現への貢献が期待されます。 

当行は今後もグループ一体となって、サステナブル・ファイナンスを提供することで、お客さま

や地域社会のパートナーとして、社会・環境問題の解決に資する取組みを一層推進し、持続可能な

地域社会の実現に貢献してまいります。 

※千葉銀行、第四北越銀行、中国銀行、伊予銀行、東邦銀行、北洋銀行、武蔵野銀行、滋賀銀行、琉球銀行

群馬銀行の10行が参加する地銀広域連携の枠組み。 

【案件概要】 

貸 出 先 株式会社ボルテックス 

契 約 締 結 日 2022年 9月 30日（金） 

組 成 金 額 2,000百万円 

融 資 形 態 シンジケートローン方式 分割実行可能期間付タームローン 

ア レ ン ジ ャ ー 千葉銀行 

参 加 行 千葉銀行、群馬銀行、第四北越銀行、中国銀行 

資 金 使 途 ＶＯＲＴ西新宿ＮＥＸの建築に係る資金 

第 三 者 評 価 機 関 株式会社ちばぎん総合研究所 
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（別 紙） 

「ちばぎんＳＤＧｓリーダーズローン」の商品概要 

「ちばぎんＳＤＧｓリーダーズローン」は、サステナビリティ経営を積極的に実践しようとする

事業者さまが、事業規模や経営実態に合わせて有効な目標等を設定する融資制度であり、「サステ

ナビリティ・リンク・ローン型」と「グリーンローン型」の 2 種類があります。 
 

○サステナビリティ・リンク・ローン型 

○グリーンローン型 

 

＜本制度のスキーム図＞ 

 

    

融 資 対 象 者 

「サステナビリティ・リンク・ローン原則」及び「環境省サステナビリティ・ 

リンク・ローンガイドライン」に整合するＳＰＴｓを設定し、株式会社ちば

ぎん総合研究所から第三者評価を受けた（受けることが可能な）法人 

資 金 使 途 
運転資金または設備資金（グリーンやソーシャルに関する事業に限定しま

せん） 

融 資 金 額 100百万円以上 

融 資 利 率 
当行所定利率 

※期中のＳＰＴｓの達成状況に応じ、金利優遇・引上があります 

融 資 期 間 ＳＰＴｓと整合する期間内 

Ｓ Ｐ Ｔ ｓ 
事業者さま毎にＳＤＧｓ・ＥＳＧ戦略における有意義な事業挑戦目標を 

設定 

融 資 対 象 者 

「グリーンローン原則」及び「環境省グリーンローンガイドライン」に整合

し、環境改善効果をもたらすグリーンプロジェクトを実施し、株式会社ちば

ぎん総合研究所から第三者評価を受けた（受けることが可能な）法人 

資 金 使 途 原則、設備資金（グリーンプロジェクトに対する資金に限定） 

融 資 金 額 100百万円以上 

融 資 利 率 当行所定利率 

融 資 期 間 グリーンプロジェクトと整合する期間内 

環境改善効果 グリーンプロジェクト毎に定量的な環境改善効果を設定 


